
投稿規程 
2004 年 2 ⽉ 6 ⽇⽣態⼼理学研究編集委員会制定 
2017 年 3 ⽉ 31 ⽇改訂 
2021 年 3 ⽉ 31 ⽇改訂 
2024 年 3 ⽉ 31 ⽇改訂 
 
刊⾏回数：年に１回の刊⾏とする． 
 
投稿受付：⼿稿は随時受け付ける．査読が完了した後，掲載可能な最新号に掲載する． 
 
査読：⼿稿は，論⽂の種別（後述）や投稿論⽂，依頼論⽂の別を問わず，すべて⽣態⼼理学
研究の編集委員会が指名する複数の専⾨家によって構成される査読委員会によって査読さ
れる．査読は，⽣態⼼理学研究の刊⾏⽬的を鑑み，⽣態⼼理学における諸問題の理解に貢献
するかどうかという基準からなされる． 
 
論⽂種別：⽣態⼼理学研究に公刊される論⽂は経験的及び理論的な研究を扱ったものとす
る．論⽂は研究論⽂，ショートノート，批評論⽂，書評，書籍・論⽂紹介，報告に⼤別され
る．以下，それぞれについて簡単に説明を加える． 

1. 研究論⽂：著者⾃⾝が実施した実験研究，観察研究，リハビリテーションなどの実
践における事例研究などに基づいた実証的な研究について報告する経験的論⽂，並
びに⽂献その他の資料をもとにして経験的研究，理論的発展の動向，可能性，及び
問題点を記述し，それに基づいて今後の課題や⽅向性を提案もしくは展望する理論
的研究を報告する理論的論⽂の両者を指す．これらは，いずれも⽣態⼼理学の研究
において同等の価値を持つものであるという認識から，研究論⽂とした．ただし，
経験的な論⽂はその理論的な意義を，理論的な論⽂は提案される理論が経験的な研
究に与える⽰唆を明瞭に⽰していなければならない．字数に関しては 40,000 字また
は刷り上りで 40 ページを上限とする． 

2. ショートノート：すでに公刊された研究成果に対する追加，吟味，新事実の発⾒，
興味ある観察，少数の事例についての報告，速報性を重視した報告，萌芽的発想に
⽴つ報告など．字数は 16,000 字または刷り上りで 16 ページを上限とする． 

3. 批評論⽂：査読委員会及び編集委員会（または特集委員会）が指定する研究論⽂に
対して批評ないしはコメントを⾏う論⽂（いわゆるコメンタリー論⽂）．字数は8,000
字または刷り上りで 8ページを上限とする． 

4. 書評：⽣態⼼理学及びその関連分野に関する書籍を評論する論⽂．字数は 8,000 字
または刷り上りで 8ページを上限とする． 

5. 書籍・論⽂紹介：国外及び国内で刊⾏された⽣態⼼理学及びその関連分野について



の書籍及び論⽂の紹介⽂．対象とする書籍・論⽂は，新刊には限らず，広く国内外
の古典も含むこととする．字数は8,000 字または刷り上りで8ページを上限とする． 

6. 報告：国外及び国内で開催された⽣態⼼理学関連のイベント等の報告．字数は 8,000
字または刷り上りで 8ページを上限とする． 

7. 博⼠論⽂紹介：過去 3 年以内に⽇本国内・外で博⼠の学位を取得した者による博⼠
論⽂の紹介⽂．字数は 4,000 字または刷り上がりで 4 ページを上限とする． 

ただし，いずれの種別においても，編集委員会が必要と認めた場合には，若⼲の規定ページ
数の超過を認めることがある． 
 
編集形態：編集は次の三通りの編集形態に従ってなされる． 

1. ⼀般の投稿記事：研究論⽂，ショートノート，書評，書籍・論⽂紹介，報告，博⼠
論⽂紹介の投稿は随時受け付けることとする．研究論⽂，ショートノート，書評の
投稿があった場合，編集委員会が 2 名の審査者から構成される査読委員会を組織・
任命し，査読作業を委託する．書籍・論⽂紹介および報告については編集委員会に
おいて判断する． 

2. 特集：編集委員会は⽇本⽣態⼼理学会会員の要望に応じて特集を組むことができる．
特集を組む場合，編集委員会の委員⻑とは別の者を委員⻑とする特集委員会を組織
し，特集委員会が中⼼となって，編集委員会と連絡を取りながら編集作業を進める．
特集は原則として特集の意図や意義，編集⽅針を説明し，特集記事として掲載され
る論⽂に関する概説をする論⽂，ごく少数の依頼論⽂，及び投稿記事から構成され
る．査読は依頼論⽂，投稿論⽂を問わず，特集委員会が任命する査読委員会によっ
てなされる．特集のための査読委員の主査は，特集の趣旨をより反映させるため特
集委員が当たる． 

 
投稿資格：論⽂の投稿においては，著者のいずれか⼀⼈が⽇本⽣態⼼理学会会員でなければ
ならない． 
 
投稿⽅法： 

1. ⼿稿は編集委員会から配布されるテンプレートに従って作成し，編集委員会宛てに
原則として電⼦メールで送付すること．テンプレートは上記の連絡先に問い合わせ
ること． 

2. 投稿論⽂と同⼀またはほぼ同じと判断される論⽂が以前に公表済みの場合，また⽣
態⼼理学研究に投稿してから査読が終了するまでの期間に同時に他に投稿している
か，または投稿する予定がある場合，その⼿稿は受稿されない． 

3. 投稿論⽂を査読する査読者の専⾨分野に関して，著者は３つまで希望を出すことが
できる．これらの希望は，編集委員会において査読者を選定する際の参考とする．



ただし，希望が通ることは保証の限りではない． 
4. 投稿論⽂に関して適切な査読者が得られない場合，審査をせずにその旨著者に通知

し，その後の審査⼿続きを中⽌することがある． 
5. 研究論⽂，ショートノートの使⽤⾔語は，⽇本語もしくは英語とし，書評，書籍・

論⽂紹介，報告，博⼠論⽂紹介は⽇本語とする．使⽤⾔語が英語の場合には，英⽂
校閲（いわゆる，ネイティヴチェック）を著者の責任で⾏うこと．編集委員会は，
必要に応じて，英⽂校閲を証明する書類の提出を著者に求めることがある． 

6. 提出された書類は⼀切返却されない． 
 
オープンアクセス：⽣態⼼理学研究は完全オープンアクセスであり，クリエイティブ・コモ
ンズ（CC）ライセンスを使⽤している． 
 
著作権とライセンシング： 
1. 著作権は著者に帰属する． 
2. 著者はクリエイティブ・コモンズ CC BY-4.0国際ライセンスの下で，⽇本⽣態⼼理学

会に対し本誌内での論⽂の複製および公衆送信を許可するために，出版許諾書（LTP 
License to publish） に署名 す る必要が あ る ． な お ，CC BY 4.0(Attribution 4.0 
International)とは，適切なクレジットを表⽰する限りにおいて，営利/⾮営利を問わず
論⽂の共有，翻訳等の利⽤を許可するものである． 

 
この規程は 2024 年 4 ⽉ 1 ⽇から施⾏する． 
 


